
県立中部農林高等学校・中部農林高等支援学校
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同僚・管理職との良好な人間関係の構築ができている。★

個人の裁量（ゆとり）ある時間の確保ができている。★

一人一人の生徒との信頼関係を深めることができている。★

より専門性を発揮するための研修や教材研究等が充実している。★

心身の健康の確保と安全・快適な職場環境の形成ができている。★

校内施設・設備の安全点検を行い、管理の徹底及び環境美化に取り組んでいる。

本校では、家庭や地域、関係機関と連携をとり、適切な指導がなされている。

本校のＰＴＡ活動は、保護者と教職員が協力して行っている。

本校は、地域の人材・資源等を活用して、教育活動を魅力的なものにしている。

本校は、保護者や地域の方々に学校施設を開放している。

地域は、本校の教育に高い関心を持っている。

本校は、学校通信（中農だより）やホームページ、スクリレ等を通して、生徒の様子について情報を
発信している。

教職員は、生徒の実態をよく理解して教育相談及び進路指導の強化・充実に取り組んでいる。

生徒は、中農生としての自信と誇りを持ち、将来について具体的な目標や夢・希望を持っている。

いじめ防止対策委員会を中心に、いじめの未然防止、早期発見、早期解決に向けて取り組んでい
る。

教職員や部活動指導者は、生徒の人権に配慮した行動や言葉づかいに気をつけている。

本校は、生徒会活動、即売会等の学校行事や部活動を通して、学校生活の充実を図っている。
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教職員は、本校が掲げる「目指す生徒像」を理解し、到達に向けて取り組んでいる。

各教科及び特別活動を通して、視野を広め、社会に貢献できる産業人の育成に取り組んでいる。
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基礎的、基本的学習の徹底により「わかる・できる・挑戦する」という意識・意欲を高めている。

実験やもの作りなどの体験学習や課外講座、資格取得等の機会がたくさんあり、専門的な技術習
得に取り組んでいる。

教職員は、生徒に学習の目標を提示し、生徒の学習の取り組みを正当に評価している。

令和7年度　学校評価アンケート（職員用）
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